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ラッテを 12% casein で予備餌育後，各種たん白質の30%混合食餌に変えて，すい臓および小腸にお
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けるたん自分解酵素活性の経日変化をみた。たん白質としては，栄養価の高い ovalbumin，栄養価の低
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Fig.l Effect of dietary protein on 













3 6 day 











3 6 day 
Fig.2 Effect of dietary protein on 
pancreatic nitrogen content 










の栄養価を持つ gluten， lactalbumin, casein では，酵
素活性が食餌転換後に急速に上昇し，特に， gluten 
では， 5 日目にはじめの約 3.5 倍の活性に上昇した
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Fig.4 Effect of dietary protein on 
























そのうちの phenylalanine や valine がラッテに対しでも効果を持つことを確認した。
このような消化生成物による一過性のホルモンを介する分泌刺戟とは別に，すい臓外分泌に対する
たん白質あるいは酵素合成も含めた摂取たん白質の影響を， gluten と，これに lysine を補足した場合に
ついて比較し，摂取たん白質の栄養価は，すい液中のたん自分解酵素の活性とたん白量に相関し，た
ん白含量はすい液中の組成比を一定にすることを確認した (Tablel)。
Tablel. Pancreatic secretory response to diets in rats fed a preliminary 12 % 
casein diet for 7 days or followed a 30% gluten or a 30% lysine-supplemented 





Gluten + lysine 
mean value :i SE 
a; P<0.005 for Casein 
b; P< 0.01 for Casein 
1. 29士0.11
1. 34士0.15
1. 69:i0. 10c 
Proteolytic Activity 
unit/100mg. I unit/proteinmg 
x 10 I x 10
3. 77土0.45 3.13土 0.43
7.81 士1. 45c I 6.28土1.53?
9. 78士0.78a 5. 95:i0. 74b 
c; P< O.025for Casein 










































Seeretion and content of 






































gluten と lysine を補足した gluten では，
および小腸酵素の不活性化の速度 (Fig.7)progress of digestion and absorption in the intestine after administration 





21・ 51 口 stop pancreatic secretion 







Fig.7 Effect of supplementedlysine 
on inactivation of proteolytic 
enzymes. 
酵素活性が上昇したのであろう。
結論
小腸におけるたん白質消化の摂取たん白質に対
する適応と調節について検討し，以下の結論を得
た。
1. 食餌中のたん白質の栄養価および含量による
すい臓組成の適応は非常に早く，しかも，栄養
価と含量に相関している。
2. 摂取たん白質の栄養価と含量は，それぞれす
い臓外分泌の量と組成比に影響を与え，すい臓
の組成変化よりすい臓外分泌の変化が大きい。
3. 小腸内におけるたん白質の消化吸収速度は，
たん自分解酵素の不活性化の速度と相関し，か
つ，たん白質の栄養価と相関する。
4. gluten 摂取は，小腸内におけるたん自分解酵素の不活性化がおそいため，酵素活性の上昇をもた
らす。
論文の審査結果の要旨
小腸にわけるたん白質消化の摂取たん白質による調節について検討し，摂取たん白質の栄養価と含
量は，それぞれ，すい臓外分泌の量と組成比に影響を与え，すい臓の組成変化よりすい臓分泌の変化
が大きいこと，小腸管内にわけるたん白質の消化吸収速度は たん白質分解酵素の不活化の速度と相
関し，かつ，たん白質の栄養価と相関することなどの新らしい知見を得，薬学博士の学位論文として
(面{直あるものと認iめる。
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